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は
る
か
太
古
は
海
で
あ
っ
た
小
川
原
湖
。

気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
時
間
を
経
て
、

今
の
カ
タ
チ
に
な
り
ま
し
た
。

東
北
町
の
人
々
も
ま
た
こ
の
湖
と
と
も
に
生
き
、

子
ど
も
か
ら
大
人
へ
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

小
川
原
湖
と
寄
り
添
い
な
が
ら
育
ん
で
き
た

文
化
、
歴
史
、
産
業
、
生
活
、

そ
し
て
絆
。

小
川
原
湖
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、

東
北
町
の
「
か
け
が
え
の
な
い
も
の
」

が
あ
り
ま
す
。

巻
頭
特
集

小
川
原
湖
と

生
き
る
町

青森県上北郡東北町にある汽水湖。日本の湖沼では11番目の面積規模を有する。最深部は25㍍に達す

るが、岸から200㍍程度までは水深2㍍前後の浅瀬が広がる。海面水位が湖面水位より高くなる時期には

海水が高瀬川を逆流し、湖に注ぎ込む。小川原湖周辺には尾駮沼、鷹架沼、市柳沼、田面木沼、内沼、

姉沼などの湖沼群が分布しており、これらを総称して小川原湖湖沼群と呼ぶ。

　マークのついた画像にスマホをかざすと小川原湖の空撮動画が見られます。

　無料アプリ「COCOAR2」を検索してインストールしてください。

小 川 原 湖
L a k e  O g a w a r a

MOVIE

MOVIE
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小
川
原
湖
が
も
た
ら
す

湖
の
恵
み

　

八
甲
田
山
系
の
豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
た
小
川
原
湖
は
、
高
瀬
川
に
よ

り
太
平
洋
と
つ
な
が
る
汽
水
湖
で

す
。
海
水
と
淡
水
が
交
じ
り
合
う
た

め
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
な
の
も
特
徴

で
す
。
昔
か
ら「
宝
沼
」と
も
呼
ば

れ
、
獲
れ
る
魚
介
類
も
実
に
多
様
で

す
。
全
国
一
位
の
漁
獲
量
を
誇
る
ワ

カ
サ
ギ
、
シ
ラ
ウ
オ
を
は
じ
め
、
ヤ

マ
ト
シ
ジ
ミ
に
ウ
ナ
ギ
、
モ
ク
ズ
ガ

ニ
な
ど
が
あ
り
、
一
年
を
通
し
て
漁

が
で
き
る
の
も
特
徴
の
一
つ
。
ま
た

水
産
資
源
を
守
る
た
め
、「
ヤ
マ
ト

シ
ジ
ミ
は
殻
長
15
ミ
リ
以
上
の
大
き

さ
の
み
を
漁
獲
」と
取
り
決
め
、
漁

の
定
量
化
を
図
る
な
ど
の
取
り
組
み

が
小
川
原
湖
漁
協
を
中
心
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
湖
の
恵
み
を
お
い
し
く

い
た
だ
く
文
化
も
育
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
定
番
の「
シ
ジ
ミ
汁
」
や「
シ
ラ

ウ
オ
の
刺
身
」、「
ワ
カ
サ
ギ
の
天
ぷ

ら
」、「
モ
ク
ズ
ガ
ニ
の
ガ
ニ
汁
」の

ほ
か
、
シ
ジ
ミ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た「
シ
ジ
ミ
ラ
ー
メ
ン
」
や
、
湖
の

幸
た
っ
ぷ
り
の
新
名
物
「
宝
湖
わ
ん

こ
丼
」が
町
内
飲
食
店
で
堪
能
で
き

ま
す
。

 ［ヤマトシジミ］

鋤
じょ

廉
れん

という昔ながらの道具を使って漁獲する「ヤマト

シジミ」。小川原湖産は15ミリ以上もある大きさが特

徴で、昔から疲労回復や肝臓に良いとされる。冬の

寒シジミ、夏の土用シジミは特に味が良いと評判。

 ［ワカサギ］

シラウオと並んで水揚げ日本一を誇る硬骨魚。旬の1

～3月、氷が張れば湖面に穴を開け、釣り糸を垂らす

「ワカサギ釣り」もできる。釣ったワカサギはその場

でフライにするのがなんとも美味。

 ［シラウオ］

水揚げ量日本一を誇る体長10センチ余りの細身な小

魚。シラウオ漁期間の９月～３月、東北町では生きた

シラウオをそのまま食べる「踊り食い」もできる。生

食が苦手な人は天ぷらやかき揚げもおすすめ。

 ［モクズガニ］

モクズガニは全国の川や河口域に生息する小ぶりの

蟹で、はさみにみっちり毛がついているのが特徴。東

北町では殻ごとつぶしてザルでこし、濃厚なカニエキ

スを抽出する「ガニ汁」が定番の料理だ。

モクズガニのガニ汁 シラウオの刺身ワカサギの天ぷら シジミ汁

巻
頭
特
集

小
川
原
湖
と

生
き
る
町

Fishing&Lake Foods

湖の幸 宝の恵み
県内最大の汽水湖である小川原湖。
淡水魚と海水魚が生息する

天然の宝湖です。

Fishing&Lake Foods

白
魚

蟹

蜆

公
魚
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ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

心
身
と
も
に
健
康
に

　

県
内
全
市
町
村
が
参
加
す
る
青
森

県
民
駅
伝
競
走
大
会
で
総
合
優
勝
３

回（
平
成
28
年
現
在
）、
町
の
部
で
は

平
成
７
年
か
ら
13
年
連
続
優
勝
を
果

た
す
な
ど
駅
伝
が
盛
ん
な
東
北
町
。

平
成
３
年
に
は「
駅
伝
の
町
」を
宣
言

し
、
箱
根
駅
伝
を
走
る
ラ
ン
ナ
ー
を
輩

出
す
る
な
ど
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
て

い
ま
す
。
毎
年
７
月
に
は
東
北
町
湖

水
ま
つ
り
の
初
日
に「
わ
か
さ
ぎ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
」が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら

１
７
０
０
人
を
超
え
る
ラ
ン
ナ
ー
た
ち

が
集
結
。
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
と
も
に

爽
や
か
な
風
を
浴
び
な
が
ら
小
川
原

湖
畔
を
駆
け
抜
け
ま
す
。
小
川
原
湖

畔
は
起
伏
の
少
な
い
平
坦
な
ロ
ー
ド
が

特
徴
で
、
初
心
者
に
も
や
さ
し
い
コ
ー

ス
で
す
。

　

ま
た
、
町
に
は
南
北
二
つ
の
総
合
運

動
公
園
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
屋
内

外
を
問
わ
ず
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
可
能
な
環

境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
小
川

原
湖
周
辺
で
は
親
子
や
友
人
と
楽
し
め

る
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
充
実
。

シ
ジ
ミ
採
り
や
湖
水
浴
、
カ
ヌ
ー
や
マ

リ
ン
ジ
ェッ
ト
と
い
っ
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
、
キ
ャ
ン
プ
や
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
な

ど
、
小
川
原
湖
の
美
し
い
四
季
の
移
ろ

い
を
感
じ
な
が
ら
一
年
を
通
し
て
楽
し

め
る
の
も
魅
力
で
す
。

小川原湖公園内の高台に位置するふれあい

村は、展望台、カナディアン風のケビンハ

ウス、オートキャンプ場、コインシャワーな

どを備えたレクリエーション施設。パターゴ

ルフ場、野外遊具もあるので子どもと一緒

に楽しめるスポットです。

A c t i v i t y

駅伝の町、新時代へ
大人も子どもも爽やかな湖畔の風を

浴びながら駆け抜ける。

A c t i v i t y

豊 か な 自 然 。 し ず か な 湖 畔 1

2

3

4

5

わかさぎマラソン大会　毎年7月に開催される小
川原湖畔を走る大会。種目は2㌔からハーフまで
総合運動公園　町の南北にある2つの総合運動
公園。充実の設備で町民の健康をサポート
湖水浴場　7/1～8/31まで遊泳可能な湖水浴
場。遊泳区域内はシジミ採取もOK
キャンプ場　湖畔に面した保安林の中にあり、
炊事場、トイレ、シャワーなどを完備
湖水スポーツ　夏場になるとカヌーやマリン
ジェットなどのウォータースポーツも人気

■1

■3

■4 ■5

小川原湖ふれあい村

巻
頭
特
集

小
川
原
湖
と

生
き
る
町

■2

■2
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H i s t o r y  a n d  C u l t u r e
1

2

3

4

ナウマン象　昭和36年、小川原湖湖畔からナウ
マン象の臼歯が出土。氷河期の東北町周辺で体
長4.2メートルのナウマン象が生息していたこと
を裏付ける。
湖久焼　陶芸家・畑野謙一氏が発案したヤマト
シジミの貝殻を釉薬に使用した湖久焼。面取り
はシジミ貝を、器の中は湖のブルーをイメージし
て作られた陶器は、素朴ながらも温かみのある
風合い。
伝統芸能　県指定の無形民俗文化財「念佛鶏
舞」をはじめ、「水喰正一位稲荷大権現神楽」、 　
「数牛熊野大権現神楽」、「甲地新山大権現神
楽」など町指定の無形民俗文化財も多数現存。
各保存会が大切に継承している。
大塚甲山　1880（明治13）年、上北郡上野村 　
（現・東北町）生まれの詩人。31歳という若さで
この世を去るまでに詩1000編、俳句1万句、短
歌2400種、その他紀行文など数多くの作品を残
す。旧上北町では町制40周年記念事業として、
遺稿集全7巻を発行した。
※小山内時雄弘前大学名誉教授監修

小川原湖と共に歴史を歩んできた東北

町の歴史と習俗を知ることができる施設

です。巨大なナウマン象の全身骨格標

本や、十数万年前のトラの下顎の化石な

どインパクトある展示をはじめ、小川原

湖の自然や生息する数多くの動植物をジ

オラマで再現した「四季をうたう小川原

悠 久 の 歴 史 が よ み が え る

■1

■3

■4

歴史民俗資料館

湖」、古屋敷貝塚の出土品や縄文人骨を

展示した「東北町のあけぼの」、大塚甲

山ら町出身の先人を紹介する「先人記念

コーナー」、郷土に残る農具や民俗を展

示した「くらしと伝統文化」コーナーなど

常設展示も充実しています。

TOHOKU-TOWN LIFE ｜ 10

巻
頭
特
集

小
川
原
湖
と

生
き
る
町

優
し
き
二
人
の
姫
の
伝
説

悠
久
の
時
に
思
い
を
馳
せ
て

　

今
か
ら
１
３
０
０
年
ほ
ど
昔
、
京
の

都
に
橘
中
納
言
道
忠
公
と
い
う
人
が

い
ま
し
た
。
道
忠
に
は
二
人
の
美
し
い

娘
が
お
り
、
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
屋
敷
を
賊
に

襲
わ
れ
、
重
臣
を
失
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
悲
し
み
に
く
れ
た
道
忠
は
都
か
ら

姿
を
消
し
、
や
が
て
小
川
原
湖
の
ほ
と

り
に
庵
を
構
え
ま
し
た
。
一
方
、
二
人

の
娘
は
父
・
道
忠
を
探
す
た
め
に
旅
に

出
ま
し
た
。
諸
国
を
巡
り
、
よ
う
や

く
小
川
原
湖
の
ほ
と
り
に
辿
り
着
く
の

で
す
。
し
か
し
父
が
す
で
に
亡
く
な
っ

て
い
る
こ
と
を
知
り
悲
嘆
に
く
れ
て
い

る
と
、
夢
枕
で
父
の
声
を
聞
き
ま
す
。

誘
わ
れ
る
ま
ま
に
姉
の
玉
代
姫
は「
姉

沼
」に
入
り
沼
の
主
に
。
一
方
、
妹
の

勝
世
姫
も
姉
の
後
を
追
う
べ
く
沼
の
主

に
な
ろ
う
と
し
た
そ
の
時
、
鰐
ざ
め
が

現
れ
、
襲
い
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
姫

は
大
蛇
と
な
り
三
日
三
晩
戦
い
続
け
た

そ
の
時
、
忽
然
と
道
忠
が
現
れ
、
鰐
ざ

め
を
漆
玉
の
う
し
ろ
に
あ
っ
た
沼
に
投

げ
入
れ
ま
し
た
。
以
来
、
そ
の
沼
は
勝

世
姫
の「
妹
沼
」と
な
り
今
の
小
川
原
湖

と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
湖
畔
に
は
八

甲
田
の
恵
み
を
仰
ぐ
玉
代
姫
の
姿
と
、

湖
の
安
全
と
幸
せ
を
祈
る
勝
世
姫
の
姿

像
が
あ
り
、
訪
れ
る
人
々
に
姉
妹
の
優

し
い
思
い
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

いう名の彩をま
と勝世姫の眠る

History and Culture

美しき姫の伝説
玉代姫と勝世姫の眠る地は
伝説という名の彩をまとう。

■2


